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一
日
の
仕
事
力
終
り
大
谷
口
の
我
力

家
に
向
う
と
き
、
決
ま
っ
て
私
の
頭
の
中

に
浮
か
ぶ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

和
紙
に
書
か
れ
た
あ
ざ
や
か
な
青
色
の
用

水
路
、
朱
色
の
畔
、
茶
色
の
道
、
そ
し
て

黒
字
の
地
番
の
あ
る
明
治
九
年
の
地
籍
図

で
す
。先
人
た
ち
が
営
々
と
し
て
土
地
に
労
働

を
刻
み
こ
ん
で
き
た
歴
史
の
記
録
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
明
治
九
年
の
地
籍

図
は
新
松
戸
地
区
が
近
代
都
市
に
生
ま
れ

変
わ
る
以
前
の
お
も
か
げ
を
伝
え
る
絵
図

で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
松
戸
市
新
松
戸
中
央
土
地
区

画
整
理
組
合
は
〃
古
い
歴
史
の
あ
る
新
し

財
団
法
人
の

設
立
に
あ
た
っ
て

理
事
長大
倉
邦
夫

い
街
新
松
戸
〃
を
相
言
葉
に
し
て
新
松
戸

の
都
市
建
設
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
松
戸
地
区
は
組
合
の
基
本
事
業
計
画
に

も
と
づ
い
て
、
新
松
戸
低
地
の
埋
め
立
て
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
や
公
園
の
整
備
、
そ

し
て
高
層
住
宅
の
建
築
と
い
う
よ
う
に
、

日
増
し
に
近
代
都
市
の
姿
を
整
え
て
ゆ
き

ま
し
た
。
同
時
に
、
私
の
頭
の
な
か
で
も

明
治
九
年
の
地
籍
図
が
よ
り
一
層
鮮
明
に

な
っ
て
き
た
の
で
す
。
こ
の
想
い
が
組
合

立
郷
土
資
料
館
の
椛
想
に
結
び
つ
き
ま
し

た
。

組
合
立
郷
土
資
料
館
が
将
来
に
わ
た
っ

て
新
松
戸
の
地
域
黄
料
館
、
あ
る
い
は
新

松
戸
の
街
づ
く
り
の
中
核
と
し
て
存
続
す

る
こ
と
を
願
っ
て
財
団
法
人
化
を
申
請
し

ま
し
た
。
こ
の
た
び
千
葉
県
教
育
委
員
会

か
ら
八
月
一
日
付
を
も
っ
て
、
財
団
法
人

新
松
戸
郷
土
資
料
館
の
設
立
が
認
可
さ
れ

ま
し
た
。
関
係
各
位
の
御
尽
力
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
組
合
に
よ
る
郷
土
資
料

館
の
設
立
は
全
国
で
も
唯
一
の
事
例
で
あ

る
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
。
当
館
が
末

長
く
多
く
の
み
な
さ
ま
の
御
活
用
を
い
た

だ
き
、
新
松
戸
の
発
展
に
い
く
ら
か
で
も

貢
献
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
念
願
し
て
お

り
ま
す
。

P
L

財
団
法
人
新
松
戸
郷
土
黄
料
館
の
新
た
な

る
出
発
に
際
し
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
松
戸
中
央
土
地
区
画
整
理
組
合
の
皆

様
が
本
来
の
都
市
づ
く
り
に
加
え
て
、
後

世
に
伝
え
る
べ
き
文
化
遺
産
と
し
て
昭
和

五
十
八
年
三
月
に
資
料
館
を
開
設
さ
れ
ま

し
た
こ
と
は
、
他
に
例
を
見
な
い
関
係
各

位
の
大
英
断
と
感
服
し
て
お
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
区
画
整
理
組
合
の
事
業
完
了

に
あ
わ
せ
本
年
八
月
に
公
益
法
人
の
認
可

を
得
、
二
十
一
世
紀
に
向
っ
て
地
域
の
文

化
・
教
育
活
動
を
益
々
充
実
さ
せ
る
ご
熱

意
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
松
戸
は
、
市
内
で
最
も
人
口
増
加
が

財
団
法
人
新
松
戸
郷
土

資
料
館
の
発
足
を
祝
し
て

松
戸
市
長
宮
間
満
寿
雄

一
ｋ

あ
り
発
展
著
し
い
地
域
で
す
。
昔
日
の

而
影
が
次
第
に
薄
れ
て
い
く
中
で
、
こ
の

郷
土
責
料
館
が
地
域
の
人
々
の
善
意
に
支

え
ら
れ
て
、
大
切
な
ふ
る
さ
と
意
識
を
醸
成

さ
せ
る
核
と
し
て
一
層
ご
発
展
さ
れ
ま
す
こ

と
を
祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

野
歌
登
一
だ
郷
・
一
：
一
吾
宝
誤
鍾
串
健
一
寺
耕
誕
》
芦
．
・
零
．
要

土
地
区
画
整
理
組
合
の
記
念
事
業
と
し
て
、

昭
和
五
十
八
年
か
ら
開
館
さ
れ
、
そ
の
文

化
活
動
に
対
し
衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

新
松
戸
が
、
首
都
圏
の
都
市
化
に
対
応

し
た
理
想
的
な
街
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
穀

倉
美
田
が
立
派
な
街
に
変
貌
し
、
発
展
し

て
い
る
こ
と
は
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

財
団
法
人
新
松
戸
郷
士

資
料
館
の
設
立
を
祝
し
て

松
戸
市
教
育
長

庄
司
正
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私
に
今
日
の
街
の
姿
を
見
る
と
き

新
松
戸
郷
土
資
料
館
の
意
義
の
深
さ
を
痛

切
に
感
じ
ま
す
。

郷
土
資
料
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

自
然
や
地
理
的
条
件
を
背
景
と
し
て
、
長

い
年
月
に
培
わ
れ
た
先
人
の
文
化
・
習
俗
．

民
俗
資
料
で
あ
っ
て
、
郷
土
の
過
去
の
歴

史
を
後
世
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
。

こ
の
八
月
か
ら
は
、
公
益
法
人
と
し
て

財
団
法
人
新
松
戸
郷
土
資
料
館
の
設
立
認

可
を
得
、
郷
土
資
料
を
地
域
の
方
々
や
市

民
に
公
開
す
る
と
共
に
教
育
普
及
事
業
等

も
計
画
さ
れ
、
松
戸
の
郷
土
愛
の
高
揚
に

明
る
い
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
、
教
育

機
関
と
し
て
今
後
の
ご
活
蹄
、
ご
発
展
を
祈

念
し
設
立
の
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

財
団
法
人
新
松
戸
郷
土
資

料
館
の
発
足
を
お
祝
い
し
て

新
松
戸
支
所
長

大
倉
勝

新
松
戸
郷
土
資
料
館
が
此
の
度
財
団

法
人
と
し
て
改
組
新
発
足
を
い
た
し
ま
し

た
。

こ
れ
は
、
新
松
戸
地
域
に
と
り
ま
し
て
、

大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

新
松
戸
郷
土
資
料
館
は
、
去
る
昭
和
五

十
八
年
三
月
に
新
松
戸
中
央
土
地
区
画
整

理
組
合
に
よ
り
開
設
さ
れ
、
館
長
を
は
じ

め
理
事
の
方
々
の
ご
努
力
に
よ
り
資
料
館

と
し
て
の
基
礎
も
で
き
、
今
日
ま
で
立
派

な
業
績
を
あ
げ
て
参
り
ま
し
た
。

今
回
、
更
な
る
発
展
を
期
し
、
新
松
戸

の
歴
史
と
民
俗
資
料
を
後
世
に
伝
え
る
べ

く
、
祖
先
の
代
よ
り
此
の
地
に
居
住
さ
れ

て
い
る
有
志
の
方
々
の
尊
い
拠
出
に
よ
っ

て
財
団
法
人
を
設
立
、
資
料
館
の
運
営
を

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
全
国
的
に
も
例
の

な
い
快
挙
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
新
松
戸
支
所
が
開
設
さ
れ

た
昭
和
五
十
六
年
五
月
の
管
内
人
口
は
、

四
一
、
○
○
○
人
、
五
年
後
の
い
ま
は
五

四
、
○
○
○
人
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

新
松
戸
は
只
今
大
躍
進
の
途
上
に
あ
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
人
工
都
市

新
松
戸
も
元
の
姿
は
緑
風
薫
る
豊
焼
な
田

園
地
帯
で
あ
り
、
そ
し
て
幾
世
代
に
も
わ

た
っ
て
営
ま
れ
た
生
活
の
場
で
も
あ
り
ま

し
た
。過
去
か
ら
現
在
に
変
貌
し
て
き
た
姿
を

【

こ
の
街
に
住
む
人
々
に
知
で
て
頂
き
我

が
街
新
松
戸
の
意
識
高
揚
に
つ
な
が
る
よ

う
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

館
長
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
資
料

の
収
集
、
研
究
あ
る
い
は
文
化
活
動
等
、

今
後
の
ご
活
躍
と
資
料
館
が
地
域
の
人
々

に
愛
さ
れ
、
益
々
発
展
さ
れ
る
よ
う
祈
念

い
た
し
ま
し
て
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。昭

科
羊
和
二
…
尻
．
年
三
員
二
・
厘
塁
茜
燕
経

戸
中
央
土
地
区
画
整
理
組
合
の
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
全
国
で
も
ま
れ
な
組
合

立
の
新
松
戸
郷
土
資
料
館
が
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。

開
館
以
前
も
、
ま
た
そ
れ
以
後
も
引
続

財
団
法
人
新
松
戸
郷
土

資
料
館
設
立
に
あ
た
っ
て

館
長大
井
弘
好

一

き
地
域
の
関
係
者
の
方
々
か
ら
は
、
深
い

御
理
解
と
御
協
力
ま
た
は
展
示
物
の
御
寄

附
等
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
御
好
意
と
御
厚

情
を
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
を
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
昭
和
六
十
一
年
八
月
一
日
に
は
皆

様
方
の
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
財
団
法
人

新
松
戸
郷
土
資
料
館
と
し
て
の
認
可
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
も
、
大
変

に
喜
ば
し
い
事
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
九
月
迄
こ
の
新
松
戸
の

戸
数
は
三
十
二
戸
、
人
口
一
六
三
人
で
あ

っ
た
も
の
が
、
昭
和
六
十
一
年
九
月
に
は

戸
数
九
、
○
四
○
戸
、
人
口
二
八
、
八
○
○

人
と
い
う
人
口
増
と
な
り
ま
し
た
。
新

松
戸
と
な
っ
た
こ
の
地
で
産
声
を
上
げ
た

子
供
達
と
、
こ
の
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い

う
べ
き
け
や
き
の
街
路
樹
の
豊
か
な
成
長

等
を
見
つ
め
つ
つ
、
新
松
戸
郷
土
資
料
館

は
何
千
年
も
以
前
の
干
潟
に
は
じ
ま
っ
た

こ
の
地
の
歴
史
に
加
え
て
、
昭
和
四
十
五

年
以
降
の
新
し
い
時
代
を
皆
様
と
共
に
歩

み
な
が
ら
、
人
々
の
く
ら
し
、
自
然
等
を
次

の
世
代
へ
と
遺
し
て
い
く
手
助
け
の
一
端

を
担
っ
て
行
き
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
末
長
く
御
協
力
、
御
利
用
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

－3－



昭
和
四
十
年
代
前
半
ま
で
の
こ
の
新
松

戸
は
低
湿
地
の
田
園
地
帯
で
し
た
。

寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
四
）

に
開
発
の
鍬
が
入
っ
た
当
時
に
六
、
七
軒

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
民
家
は
、
そ
の
後
明

治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
な
っ
て
も
戸
数

十
五
戸
、
人
口
百
名
に
し
か
増
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
古
く
か
ら
こ
の
土

地
が
水
害
の
常
襲
地
帯
で
あ
っ
た
た
め
で
し

た
。
し
か
し
、
先
祖
代
々
こ
の
地
に
住
ん
で
き

た
人
々
は
、
こ
の
土
地
を
人
々
が
定
着
で
き

る
土
地
に
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
後
排
水
の
設
備
が
整
い
、
土

地
も
肥
沃
と
な
り
、
松
戸
の
中
で
も
最
も

収
穫
の
安
定
し
た
地
域
と
な
っ
て
広
大
な

土
地
を
農
地
と
し
て
充
分
に
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
戦
後
郊
外
の
宅
地
化

が
各
所
で
進
み
ま
し
た
が
、
駅
や
大
き
な

道
路
も
な
い
こ
の
地
は
、
ミ
ニ
開
発
も
不

可
能
な
立
地
条
件
で
し
た
。
し
か
し
明
治

二
十
九
年
十
二
月
国
鉄
常
磐
線
が
上
野
・

土
浦
間
に
開
通
し
、
松
戸
、
柏
、
我
孫
子

駅
が
で
き
ま
し
た
。
明
治
四
十
四
年
三
月

北
小
金
駅
が
で
き
、
松
戸
小
金
町
に
寵
灯

が
つ
き
、
大
正
五
年
三
月
、
流
鉄
線
馬
怖
．

流
山
間
が
開
通
。
昭
和
四
十
八
年
四
月
に

際
柵
戸
０
蔦
と

新
松
戸
の
都
ゞ
市
稚

に
国
鉄
武
蔵
野
線
新
松
戸
：
府
中
本
町

間
の
開
通
に
よ
っ
て
、
新
松
戸
駅
が
誕
生

P

新
松
戸
一
丁
目
か
ら
七
丁
目
ま
で
の
明
治
時
代
の
大
字
・
小
字
名
と
地
図

ず
る
こ
と
と
な
り
↓
こ
の
地
の
都
市
的
土

地
利
用
へ
と
移
る
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

‐
L

金
内
質
総
平

、
二
一
凡
又
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七
丁
目

大′』‐
新谷
田口金

．
出
作
・
大
谷

・
上
屋
倣
通
・
中
通
・
谷
下
通

六
丁
目

小幸

金谷

，
沖
田

・
金
ノ
下
・
北
・
南

五
丁
目
｜
画
一
／
傘
七
Ｆ
ト

横
須
賀

小
金

ゞ
誉
愉

・
指
向

〈
錨
）

・
鎧
ノ
下
・
北

四
丁
目
一
一
一
一
■
一
《
一
岬
【

小
金

大
谷
口

●●

山
崎
・
上
流

北差
向
・
幸
谷
境
・
忠
仲

三
丁
目

小二幸
ツ

金木谷

、
蕊
露
号
塞
崎

・
下
手
・
山
手
・
六
兵
術
谷

・
北
・
南

二
丁
目

一
筆
↓
公
ロ

ニ
ッ
木

抑淵
出進

赫

u

崎

，
西
田
・
向
田

一
丁
目

殿上幸大′:‐
平総谷
賀内谷口金

常上本西
真流城
寺・・
前山中
・ノ郷

丸下・
山・妻一F
下淵言谷
ノー境
脇．
・へ根
猫遡郷
ノ谷
下

猫画
ノ

上

深
追

一
荊
荊
Ｆ
一
Ｆ

斗
小
荏
寸

'1

壷
寸



新松戸の都市化年表

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃％
53525151484545
〃。〃・・〃。〃。。〃・

34544129

5554545454545453535353
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3127543210754

松
戸
市
新
松
戸
中
央
土
地
区
画
整
理
組
合
設
置
認
可
申
請

現
在
の
新
松
戸
一
～
七
丁
目
の
戸
数
三
二
戸
人
口
一
六
三
人

松
戸
市
新
松
戸
中
央
土
地
区
画
整
理
組
合
設
置
認
可

国
鉄
武
蔵
野
線
新
松
戸
～
府
中
本
町
間
開
通

国
鉄
新
松
戸
駅
開
設

馬
橋
北
小
学
校
開
校

松
戸
青
少
年
会
館
開
館

新
松
戸
コ
ー
ポ
入
居
開
始
（
二
三
三
戸
）

新
松
戸
地
区
上
下
水
道
使
用
開
始

ス
ー
パ
ー
マ
ッ
モ
ト
キ
ョ
シ
（
駅
前
店
）
開
店

南
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
入
居
開
始
（
四
八
二
戸
）

サ
ン
ラ
イ
ト
パ
ス
ト
ラ
ル
壱
番
街
入
居
開
始
（
五
七
七
戸
）

新
松
戸
フ
ァ
ミ
ー
ル
ハ
イ
ッ
入
居
開
始
（
五
八
九
戸
）

新
松
戸
ハ
イ
ツ
入
居
開
始
（
二
○
四
戸
）

新
松
戸
南
小
学
校
開
校

千
葉
銀
行
新
松
戸
支
店
開
行

第
一
勧
業
銀
行
新
松
戸
支
店
開
行

国
鉄
武
蔵
野
線
新
松
戸
～
西
船
橋
間
開
通

ス
ー
パ
ー
マ
ッ
モ
ト
キ
ョ
シ
（
中
央
店
）
開
店

中
央
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
入
居
開
始
（
七
七
七
戸
）

サ
ン
ラ
イ
ト
パ
ス
ト
ラ
ル
弐
番
街
入
居
開
始
（
五
○
八
戸
）

サ
ン
ラ
イ
ト
パ
ス
ト
ラ
ル
参
番
街
入
居
開
始
（
二
○
戸
）

新
松
戸
南
中
学
校
開
校

新
松
戸
中
央
病
院
開
院

新
松
戸
駅
前
派
出
所
開
設

新
松
戸
中
央
土
地
区
画
整
理
組
合
換
地
処
分

三
菱
銀
行
新
松
戸
支
店
開
行

東
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
入
居
開
始
（
五
五
七
戸
）

サ
ン
ラ
イ
ト
パ
ス
ト
ラ
ル
五
番
街
入
居
開
始
（
八
○
八
戸
）

恥
唖
畑
宮
〃

昭
和
弱
・
３

″
″616161606059595958575757575656565655

・・。。｡。。。〃〃。。〃。〃。・・。〃〃。〃。。〃

984109105135431115439

新
京
成
バ
ス
運
行
開
始
新
松
戸
駅
～
新
松
戸
七
丁
目

新
松
戸
中
央
郵
便
局
開
局

新
松
戸
北
小
学
校
開
校

新
松
戸
中
央
保
育
所
開
所

新
松
戸
南
郵
便
局
開
局

西
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
入
居
開
始
（
六
八
一
戸
）

サ
ン
ラ
イ
ト
パ
ス
ト
ラ
ル
六
番
街
入
居
開
始
（
二
九
六
戸
）

新
松
戸
北
中
学
校
開
校

新
松
戸
南
部
保
育
所
開
所

新
松
戸
北
郵
便
局
開
局

松
戸
市
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
開
所

ス
ー
パ
ー
ダ
イ
エ
ー
（
新
松
戸
店
）
開
店

流
山
電
鉄
幸
谷
駅
新
築
移
転

ユ
ー
カ
リ
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
入
居
開
始
二
九
六
戸
）

サ
ン
ラ
イ
ト
パ
ス
ト
ラ
ル
七
番
街
入
居
開
始
二
六
六
戸
）

新
松
戸
北
保
育
所
開
所

第
一
市
営
住
宅
入
居
開
始
（
八
五
戸
）

北
千
葉
導
水
路
松
戸
排
水
機
場
完
成

新
松
戸
郷
土
資
料
館
開
館

ア
ゼ
リ
ア
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
入
居
開
始
（
二
九
○
戸
）

サ
ン
ラ
イ
ト
パ
ス
ト
ラ
ル
八
番
街
入
居
開
始
二
二
○
戸
）

ス
ー
パ
ー
ハ
ロ
ー
マ
ト
（
新
松
戸
）
店
開
店

三
井
銀
行
新
松
戸
支
店
開
行

新
松
戸
支
所
管
内
五
万
人
突
破

新
京
成
バ
ス
新
松
戸
駅
前
～
南
流
山
駅
前
運
行
開
始

新
松
戸
駅
前
郵
便
局
開
設

第
二
市
営
住
宅
入
居
開
始
（
六
五
戸
）

財
団
法
人
新
松
戸
郷
土
資
料
館
認
可

新
松
戸
一
～
七
丁
目
戸
数
九
○
四
○
戸
。
人
口
二
八
八
○
○
人

“
ノ
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扇新
松
戸
郷
士
資
料
館
の
財
団
法
人
化
力

決
ま
り
ま
し
た
こ
と
、
ま
こ
と
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
年
前
に
古
文
書
を
読
む
会
が
出
来
ま

し
て
、
お
誘
い
を
受
け
た
時
、
持
ち
前
の

好
奇
心
か
ら
早
速
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
夜
七
時
か
ら
、
ひ
っ
そ
り
と
静

か
な
資
料
館
で
、
太
古
の
出
土
品
な
ど
に

古
文
書
を
読
む
会
に
参
加
し
て

新
松
戸
七
丁
三

山
里
倫
子(古文書を読む会‘

五
番
街
長
窪
恒
子

財
団
法
人
「
新
松
戸
郷
土
資
料
館
」
、

そ
し
て
「
館
報
」
の
発
行
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
資
料
館
の
益
々
の
充
実
を

多
く
の
方
々
の
御
来
館
を
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。

大
雨
の
後
、
川
幅
を
土
手
い
っ
ぱ
い
に

広
げ
て
流
れ
る
江
戸
川
を
見
ま
し
た
。
吸

込
ま
れ
そ
う
な
速
い
流
れ
に
、
恐
ろ
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
し
こ
の
土

手
が
な
か
っ
た
ら
…
…
。
な
か
っ
た
頃
の

人
々
の
生
活
は
…
…
。
と
思
い
を
馳
せ
ま

し
た
。
一
方
、
ミ
サ
イ
ル
は
二
十
分
で
地

球
の
裏
側
ま
で
届
く
時
代
で
す
。
核
の
恐

怖
も
現
実
で
す
。
す
べ
て
日
進
月
歩
の
世

囲
ま
れ
て
江
戸
時
代
α
・
八
々
の
く
ら
し

に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
二
時
間
で
し
た
。

何
よ
り
も
、
佐
藤
先
生
の
多
岐
に
わ
た

る
お
話
が
す
ば
ら
し
く
、
参
加
者
一
同
、

そ
れ
に
魅
せ
ら
れ
て
続
け
て
来
た
と
思
い

ま
す
。
昔
の
人
の
こ
と
と
い
っ
て
も
、
喧

嘩
あ
り
、
訴
訟
あ
り
、
本
音
と
建
前
、
現

代
人
と
あ
ま
り
ち
が
わ
な
い
よ
う
で
す
。

よ
り
良
い
明
日
に
向
け
て
、
古
き
を
知

る
こ
の
素
適
な
会
が
、
い
つ
ま
で
も
続
き

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

江

P 戸
服
の
流
れ

の
中
で
す
｛
｜
こ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
篭

時
代
の
流
れ
も
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
で
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
資
料
館
を
見

学
し
て
、
ち
ょ
っ
と
心
を
休
め
た
つ
い
で

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

新
北
４
四
年
若
林
朋
子

今
年
、
先
生
に
「
歴
史
教
室
が
あ
る
」

と
聞
い
た
の
で
、
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
公
園
の
木
を
、
は
ん
に
わ
か

れ
調
べ
に
行
き
ま
し
た
。
あ
つ
い
本
の
よ
う

な
し
り
ょ
う
を
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
気
に

入
り
ま
し
た
。
公
園
の
調
べ
は
午
後
で
、
午
前

中
は
い
ろ
い
ろ
な
、
た
め
に
な
る
話
を
聞
き

ま
し
た
。
と
て
も
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

二
日
目
は
、
北
千
葉
排
水
機
場
に
見
学

に
行
き
ま
し
た
。
水
の
に
お
い
が
す
ご
く

く
さ
か
っ
た
で
す
。
午
後
は
、
ま
こ
も
で
馬

を
作
り
ま
し
た
。
私
は
、
さ
と
う
先
生
に

大
き
い
馬
を
も
ら
っ
た
の
で
、
み
ん
な
か

ら
「
ず
る
い
ぞ
、
お
ま
え
」
と
言
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
・
先
生
に
も
ら
っ
た
馬
が
親
、

自
分
で
作
っ
た
馬
が
子
に
し
ま
し
た
。
少

し
、
館
長
さ
ん
に
て
つ
だ
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
館
長
さ
ん
は
、
と
て
も
上
手
で
し
た
。

夏
休
み
子
供
歴
史

教
室
の
感
想
文
よ
り

口、

L

新
南
小
五
年
中
島
裕
二

ほ
く
は
、
七
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日

と
、
子
供
歴
史
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

去
年
は
、
街
路
樹
の
太
さ
を
測
っ
た
け

ど
、
今
年
は
公
園
の
木
の
太
さ
を
測
り
ま

し
た
。
街
路
樹
を
測
る
の
と
ち
が
っ
て
、

虫
が
つ
い
て
い
た
り
、
木
の
場
所
を
さ
が

す
の
に
、
と
て
も
や
っ
か
い
で
し
た
。

二
日
目
は
、
午
前
中
、
松
戸
排
水
機
場

（
第
三
機
場
）
を
見
学
し
ま
し
た
。

午
後
、
う
ま
を
つ
く
る
前
、
水
た
ま
り

で
こ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
う
ま
は
、
な

か
な
か
、
、
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

つ
ぎ
に
、
ス
イ
カ
わ
り
を
し
、
み
ご
と
に

わ
れ
ま
し
た
。

来
年
も
、
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。(まこもの馬作り風景：
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今
回
、
学
芸
員
の
資
格
取
得
の
為
に
新

松
戸
郷
土
資
料
館
に
七
月
二
十
三
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
実
習
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
短
い
実
習
期
間
で
し
た
が
、
私
に
と

っ
て
様
々
な
意
味
で
吸
収
す
る
こ
と
が
多

面
に
あ
る
も
の
で
し
た
。

大
井
館
長
、
佐
藤
先
生
が
核
と
な
り
、

六
人
の
女
性
が
活
動
し
て
い
る
こ
の
資
料

館
は
、
地
域
の
人
々
の
社
会
教
育
、
生
涯

教
育
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
単
に
展
示
物
の
陳
列
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
人
々
の
生
活
に
潤
い

を
与
え
る
郷
土
資
料
館
で
あ
る
こ
と
は
、

運
営
さ
れ
て
い
る
方
々
の
生
き
方
が
強
く

反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
何
よ
り
、
六
人
の
女
性
の
活
動
力
と

文
化
的
生
産
力
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
、
女

性
の
素
晴
し
さ
を
再
認
識
致
し
ま
し
た
こ

と
は
大
き
な
意
義
あ
る
も
の
で
し
た
。
女

性
と
し
て
の
役
割
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
確
立
さ
れ
て
い

る
六
人
の
女
性
は
、
こ
れ
か
ら
の
女
性
の

あ
る
べ
き
姿
だ
と
感
じ
た
反
面
、
能
力
あ

博
物
館
実
習
を
終
え
て

国
士
館
大
学
四
年

鵜
沼
里
美

る
女
性
が
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
場
を
与
え

ら
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
自
分
の
与
え
ら
れ

た
環
境
の
中
で
最
大
限
に
自
分
自
身
を
活

か
す
こ
と
こ
そ
、
今
後
の
女
性
の
あ
る
べ

き
姿
で
は
な
い
か
と
自
問
自
答
し
、
こ
れ

か
ら
の
私
の
課
題
と
な
っ
た
こ
と
が
、
第

一
の
実
習
期
間
に
得
た
こ
と
で
す
。

新
松
戸
郷
土
資
料
館
で
実
習
を
さ
せ
て

頂
い
た
こ
と
は
、
単
な
る
博
物
館
の
実
習

に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
私
自
身
の

課
題
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
礼

を
申
し
あ
げ
ま
す
。

《
‐
■
■
凸
■
■
△
画
Ｑ
凸
■
■
凸
・
凸
一
■
■
一
■
‐
■
・
■
■
一
■
ニ
マ
■
■
甲
■
マ
ユ
マ
‐
■
宇
茸
■
二
■
■
■
ご
■
』
■
■
■
△
■
凸
■
■
凸
・
△
『
■
■
ず
・
・
・
守
口
■
丁
■
』
》
■
■
■
・
■
■
■
宮
■
宮
口
ａ
■
■
・
凸
・
■
■
・
■
一
■
■
』

一
新
松
戸
郷
土
資
料
館
役
員
構
成
一

Ｐ
．
０
０
人
■
■
‐
ｄ
も
６
Ｆ
１
４
．
日
Ｌ
■
Ｐ
ｐ
Ｑ
凸
、
．
牙
等
巳
？
■
凸
ｂ
■
。
■
．
ｂ
■
①
０
ｂ
■
’
も
■
■
４
、
巴
■
ｆ
凸
■
、
ｐ
ｑ
一
日
ザ
け
Ｑ
Ｉ
ｑ
ｇ
４
も
セ
リ
ａ
ｑ
Ｂ
、
、
■
や

理
事
長
大
倉
邦
夫
（
大
谷
口
）

副
理
事
長
大
井
弘
好
（
新
松
戸
）

理
事
松
本
和
那
（
小
金
）

理
事
吉
岡
登
（
大
谷
口
）

理
事
池
田
孝
誠
（
大
谷
口
）

理
事
中
嶋
登
志
男
（
小
金
）

理
事
吉
田
一
二
（
小
金
）

理
事
渡
辺
竹
生
（
小
金
）

理
事
丸
山
善
一
郎
（
小
金
）

理
事
大
塚
実
（
幸
谷
）

理
事
花
嶋
巌
（
幸
谷
）

理
事
鈴
木
豊
一
（
新
松
戸
）

理
事
斉
藤
和
実
（
横
須
賀
）

理
事
鈴
木
進
吉
（
新
松
戸
）

“
ノ

一
宮
‐
■
■
』
■
■
凸
■
△
■
Ｌ
■
■
凸
■
二
画
■
■
■
■
』
守
■
■
ず
‐
“
・
ａ
▽
■
・
Ｉ
‐
凸
▽
■
宮
△
■
宮
■
凸
■
。
■
■
二
Ｆ
Ｑ
Ｉ
■
■
・
■
▽
■
亘
凸
■
■
宮
１
コ
Ｉ
■
上
■
■
△
■
・
■
‐
■
■
■
凸
戸
。
『
■
■
■
“
・
■
守
■
■
■
・
■
・
‐
■
■
‐
Ｉ
■
・
■
ロ
凸
■
■
・
Ｉ
■
マ
ュ
マ
‐
凸
■
Ｐ

一
新
松
戸
郷
土
資
料
館
職
員
一

◆
一
‐
こ
ん
に
ち
は
、
ま
た
来
ま
し
た
」
と

い
う
子
供
の
声
に
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
館
貝
。

法
人
化
に
な
っ
て
ま
す
ま
す
張
り
切
っ
て

い
ま
す
。
展
示
物
だ
け
で
な
く
公
開
講
座
、

古
文
書
を
読
む
会
、
歴
史
教
室
な
ど
に
も

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
小
川
）

監監監監監理理理館館館館館館専館
門
委

員員員貝貝員員長 事事事事事事事事

谷
口
光
平
（
新
松
戸
）

林
正
義
（
ニ
ッ
木
）

吉
岡
政
治
（
大
谷
口
）

加
藤
慧
（
大
谷
口
）

高
橋
喜
久
郎
（
ニ
ッ
木
）

渡
辺
義
宗
（
小
金
）

酒
井
順
一
（
幸
谷
）

秋
山
昇
治
（
新
松
戸
）

大
井
弘
好

佐
藤
常
雄

小
川
朋
子

貝
塚
元
子

二
宮
由
美
子

林
田
広
子

藤
田
千
寿
枝

望
月
百
代

唖
》
和
ノ

◆
昔
の
新
松
戸
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
く
ら

し
ぶ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
街
の
ほ
ぼ
真
中

に
あ
り
ま
す
資
料
館
に
は
、
そ
の
面
影
を

パ
ネ
ル
や
民
具
で
わ
か
り
や
す
く
、
見
や

す
く
展
示
が
し
て
あ
り
ま
す
。
お
出
掛
け

下
さ
い
。

（
二
宮
）

◆
資
料
館
に
は
、
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談

に
の
っ
て
く
れ
る
や
さ
し
い
お
か
あ
さ
ん

が
い
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題
だ
け
で
は
な

く
、
図
書
館
に
来
た
時
な
ど
、
三
階
ま
で

上
が
っ
て
き
て
下
さ
い
ね
。

（
貝
塚
）

◆
今
年
の
夏
、
歴
史
教
室
で
子
供
達
と
公
一

園
の
木
の
調
査
を
し
ま
し
た
。
ｌ
け
や
き
．
７

い
ち
よ
う
・
し
い
・
ゆ
り
の
木
・
や
ま
桜
－

１
〃
植
物
音
痴
〃
の
私
に
も
見
分
け
が
つ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
バ
ン
ザ
ー
イ
。

（
林
田
）

◆
新
松
戸
郷
土
資
料
館
は
、
皆
さ
ん
の
街

の
賓
料
館
で
す
。
こ
の
街
の
歴
史
の
新
し

い
一
ペ
ー
ジ
を
皆
さ
ん
と
共
に
綴
れ
た
ら

す
ば
ら
し
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
藤
田
）

◆
「
市
民
セ
ン
タ
ー
の
三
階
に
、
別
世
界

の
よ
う
な
素
敵
な
資
料
館
が
あ
っ
た
な
ん

て
知
ら
な
か
っ
た
わ
」
と
は
来
館
し
て
下

さ
っ
た
方
の
感
想
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
望
月
）



ｉみ
ず
ぐ
る
ま

「
水
車
」

館
報
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
下
谷
地
区
の

歴
史
に
深
い
係
り
の
あ
る
も
の
、
く
ら
し

に
根
ざ
し
て
き
た
も
の
を
と
い
う
事
で
、

坂
川
・
田
舟
・
水
車
・
河
骨
・
沢
潟
な
ど

が
候
補
に
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
最
終
的
に

は
資
料
館
の
展
示
物
の
中
で
も
、
ひ
と
き

わ
大
き
な
存
在
の
水
車
に
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
水
車
（
み
ず
ぐ
る
ま
）
と
い
う
柔

ら
か
い
響
き
の
あ
る
タ
イ
ト
ル
で
す
。

「
水
車
」
は
「
す
い
し
ゃ
」
と
読
ま
れ
、

流
れ
の
力
を
利
用
し
た
穀
物
精
粉
用
の
臼

を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
館
報
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
の
「
み

か
ん
か
い

ず
ぐ
る
ま
」
は
、
潅
概
や
排
水
用
に
使

わ
れ
た
足
踏
式
の
踏
車
で
す
。
踏
車
は
、

江
戸
時
代
の
初
期
に
、
大
坂
の
京
屋
七
兵

衛
、
同
情
兵
衛
に
よ
っ
て
初
め
て
作
ら
れ

謹
一篭

一一

た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
用
い

て
池
や
沼
．
な
ど
流
れ
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

あ
る
い
は
低
い
場
所
か
ら
高
い
場
所
へ
用

水
を
引
き
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
逆

に
排
水
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
水
田

地
帯
で
あ
っ
た
下
谷
地
区
で
は
、
池
の
魚

を
と
っ
た
り
、
用
水
路
を
掃
除
す
る
と
き

の
排
水
に
も
活
躍
し
、
最
も
大
切
な
農
具

の
一
つ
と
し
て
、
近
年
ま
で
使
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

使
用
方
法
は
、
羽
根
板
を
足
で
踏
み
な

が
ら
回
転
さ
せ
る
と
い
う
単
純
な
仕
事
で

し
た
が
、
夏
の
炎
天
下
で
の
作
業
は
、
時

に
は
足
の
裏
が
ふ
や
け
て
破
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
と
て
も
つ
ら
い
労
働
で
し
た
。

下
谷
地
区
で
は
、
舟
大
工
の
作
る
水
車

は
回
転
が
軽
く
、
使
い
や
す
い
と
評
判
が

高
く
、
遠
く
か
ら
の
注
文
も
受
け
て
い
ま

し
た
。
材
料
に
は
、
水
に
強
い
杉
の
赤
味

が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
東
葛
地
方
で
は
上

質
の
杉
が
と
れ
る
こ
と
か
ら
、
材
料
の
ほ

と
ん
ど
は
松
戸
周
辺
の
杉
が
使
わ
れ
、
芯

棒
に
も
や
は
り
水
に
強
い
く
ぬ
ぎ
が
用
い

ら
れ
ま
し
た
。

資
料
館
で
は
、
館
報
「
水
車
Ｉ
踏
車
」

を
「
文
車
」
と
も
表
現
し
た
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
館
報
の
文
章
を
通
し
て
、
皆
様

と
の
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ら
れ
れ

ば
幸
い
で
す
。
末
長
く
ご
愛
読
下
さ
い
。

『露、

ｌ
沢
涜
・
面
高
ｌ

低
湿
地
帯
で
あ
っ
た
区
画
整
理
以
前
の

新
松
戸
の
坂
川
、
用
水
路
、
水
田
に
は
、

ひ
る
も
・
み
ず
あ
お
い
・
さ
ん
か
く
い
・

こ
、
う
ほ
ね
．
お
も
だ
か
等
の
水
草
が
一
面

に
生
育
し
て
い
ま
し
た
。

資
料
館
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
選
び
ま

し
た
〃
お
も
だ
か
“
は
、
新
し
い
街
の
環

境
の
中
で
も
生
き
続
け
、
現
在
も
新
松
戸

の
水
辺
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

顔
の
形
に
似
た
葉
が
葉
柄
の
上
に
高
く

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
〃
面
高
〃
と
称
さ
れ
る

よ
う
で
す
。
ま
た
、
葉
が
盾
に
似
て
い
る
の

で
武
具
に
か
け
て
〃
勝
ち
草
〃
、
花
が
咲

く
の
で
〃
花
グ
ワ
イ
〃
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
下
谷
地
区
で
は
〃
お
と
げ
な
し
〃

と
い
う
名
で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
夏
に

小
さ
な
三
弁
の
白
い
花
を
付
け
ま
す
。

〃
お
も
だ
か
〃
は
、
強
い
生
命
力
の
あ
る

水
草
と
し
て
古
く
か
ら
「
立
沢
潟
」
「
抱

沢
潟
」
な
ど
の
家
紋
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

「
お
も
だ
か
」碑、

‐●一一一一一●つ一一今一一一●一●‐←●●参一●●今●‐●一一－令今令一令一令今今一一一一一一一÷－令一一●÷一一一一一一●←今一一参一一一一一一一一令一一一一一一一一一今つ←一一●●今一つ←●令．

財
団
法
人
の
発
足
・
資
料
館
の
再
ス
タ

ー
ト
に
あ
た
り
、
開
館
以
来
念
願
の
館
報

「
水
車
」
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
創
刊
号
は
、
市
長
・
そ
の
他
各
方
面
の

方
々
か
ら
お
忙
し
い
中
を
御
挨
拶
、
御
寄

稿
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
「
水
車
」
は
皆
様
と
資
料
館

の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
と
と
も
に
、
今
ま

で
の
新
松
戸
の
歩
み
を
大
切
に
、
こ
れ
か

ら
の
新
松
戸
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

新
松
戸
の
今
と
昔
に
関
す
る
皆
様
か
ら

の
御
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
開
館
日
毎
週
水
曜
日
～
日
曜
日

▽
時
間
皿
時
～
泌
時
（
た
だ
し
、
入

館
は
遁
時
訓
分
迄
）

▽
入
館
料
無
料

▽
所
在
地
松
戸
市
新
松
戸
３
１
”

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階

▽
電
話
壷
“
・
１
９
０
９

え
ま
し
た
。

〈
資
料
館
利

け
や
き
通
り
に
枯
葉
の
舞
う
季
節
を
迎

編
集
後
記

用
の
ご
案
内
〉

－8－


